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῝῝῝῝ 1 ῝῝῝῝ 

1   ǢǋǴǞ 
 

1.1  ǡ  

全国的に、自家用車への依存の高まりや人口減少が進む中、バスや鉄道利用者が減

少し、民間交通事業者や自治体の財政負担が増加、路線バスや鉄道の減便・廃止等、

公共交通事業をとりまく環境が年々厳しさを増しています。 

本町においても、路線バスが運行されていますが、人口の減少、自家用車の一層の

普及等により路線バス利用者が減少し、路線バスの減便や路線短縮につながっていま

す。一方で、公共交通は自家用車を利用できない町民にとって通院や通学、買い物な

どのために必要不可欠な移動手段であるといえます。本町では、公共交通の維持・確

保のため、財政支援を行っていますが、その負担額は年々増大傾向にあります。 

このため、今後の人口減少や高齢化を見据えつつ、地域の移動手段を確保するため

に、町民の移動ニーズや今後の町のめざす方向性なども踏まえた「地域にとって望ま

しい地域旅客運送サービス( *1)」の姿を表したマスタープランである「周防大島町地域

公共交通計画」を策定することとしました。 

 

 

1.2  ǡ∞ ǘǄ 

本計画の位置づけは次のとおりです。 

 

 
図 1 計画の位置づけ 
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1.3  ǡ ╓ 

本計画の区域は、本町全域及び東瀬戸～大畠駅（柳井市）までの区間とします。 

 

 

図 2 計画対象区域 

 

1.4   

計画の期間は、当初、令和 5年度から令和 9年度までの 5年間としていましたが、

周防大島町地域公共交通利便増進実施計画( *2)の策定に伴い、令和 5 年 4 月から令和

12年 9月までの 7年 6ヵ月とします。なお、事業の進捗状況によっては、さらに見

直す場合があることとします。 
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2   ǡ ǛǱǔǘǂǽǡ  
 

2.1  ǡ ╓  

2.1.1  ˂ $ ⅞ 

明治 22年の「明治の大合併」、昭和 30年代の「昭和の大合併」を経て、平成 16年

10月 1日に大島郡の久賀町、大島町、東和町、橘町の 4町が合併して、本町が誕生し

ました。 

町内でも地域により置かれている状況が異なることから、次の 4 地域に分けて分

析・検討を⾏いました。 

 

 
図 3 地域区分 

 

 

2.1.2  ⁵ᶅ 

⼈⼝は 4 つの総合⽀所周辺など生活関連施設( *3)が集中している箇所に集積してい

ます。全体的に人口減少が続いており、平成 2年～令和 2年の 30年間で人口が約半

分まで減少しています。 

人口減少ならびに高齢化が引き続き進展していくと見込まれており、高齢化率は令

和 27年に 60.0%まで上昇する予測となっています。0～14歳の人口は令和 27年には

令和 2年の約 1/3 に、15～64歳の人口は半分以下になると予測されています。 
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2.1.3  Ẵ╚  

4つの総合⽀所周辺など、沿岸部の特定の場所に役場や商業施設、医療機関、教育

機関が集中しています。 

 

 

2.1.4  ⁵ᶅ  

通勤通学は、いずれも柳井市や岩国市との結びつきが強いほか、通勤では田布施町

や平生町、光市、周南市など広域の移動も一定数みられます。(出典：国勢調査(令和

2年) )  

 

 

2.1.5  ѐᵿ 

令和元年までは平成 30 年を除きゆるやかな増加傾向を示していましたが、令和 2

年以降は大きく減少しています。令和元年度は、広島県が最も多く近畿圏や関東圏か

らの来訪者も多かったのに比べ、令和 3年度は山口県内がもっとも多く、次いで広島

県、福岡県となっています。(出典：山口県資料、RESAS)  
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2.2  ǡǱǔǘǂǽǡ  

2.2.1  ῲ˂$ї ᴁΪĽ↔  

地域公共交通に関わる上位・関連計画から、まちづくりにおける地域公共交通の位

置づけを整理します。 
 

þ ∞  

2  3 ( 2021 ) 12 ( 2030 )  

ѯ  

基本理念１ 豊かに暮らす 

基本理念２ 個性を活かす 

基本理念３ 人が活躍する 

Ằ Ậת 

人と自然が響きあう 笑顔あふれる安心のまち 周防大島 

～私たちの たのしい すみたい いきたい島～ 

˞ᶀӡᵺ ї ἧ Ẵṭ Ỏԃ 

ӡ Ḙḁ 

ᶍ┐  

 ̧ ȹȢ ǡ◖ ┐ Ǜ ȹȢ ǡ ◖ ǡ┐  

ᶉ  
Ḙḁ ┐  Ǝ

Ḙḁ ◖  
 ᴴ  

Ӣ᷈ḧḭḓḎᶸḘḁ 

᷿ḁḎḨ( * 4 )ᶍ

 

 ̧ ǡ ȜɈɎȴȯȌȹȢÈ ☺ȹȢ ּד ȹȢ  ȹȢ  

ȹȢ  ◖ ǡ ╪ȹȢǝǜÉǡ◖ Ǟ 

ǻǾ ǝ ȠȢȯɉǡ  

 ̧ ǝǜǵ ǊǒȾɓº ȹȢǡ  

 ̧ ( * 5) ǛǊǙ  ȠȢȯɉ(ȰɇɜȲ ( *6)ǝǜ)ǡ  

ᶉ  ᷈ḧḭḓḎᶸḘḁ᷿ḁḎḨᶍ    

ӣ ᶍ 

 

 ̧ ǡ ¤  

 ̧ ǡ  

 ̧ ǡ↨ ǝ ǡ ǡǒǴ ǡ ǝ  

ᶉ     

Ӥ ᶍ 

 

 ̧ ╓ ǝ Ǜ ¤ ȅ ǌǾǒǴǡ ║¤ ¤ 

ǡ ǡ  

ᶉ ᴴ  טּ   

Ằ  

וֹ ᶍ  ֩  ֪ ֩ 7  ֪

( * 7)È ♯ ▌É 
Èă 3 ƾǼ ƿ ▌ƾǼ Ǟ É 

1.8  2.0  

È ♯ ═╪É 2.4  2.3  

ȹȢ ┐  40,798 ⱦ 30,000 ⱦ 
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þ  

2 Ǳǔ¤ǥǛ¤ǊǇǛ  
3 ( 2021 ) 7 ( 2025 )  

ѯ Ẵṭ ᶆ 

１ 安定した雇用を創出する 

２ 新しい人の流れをつくる 

３ 若い世代の結婚・出産・子育て・教育の希望を叶える 

４ 安心なくらしを守り連携する地域を創造する 

¤ 8  ╓ Țȋ  
3 ( 2021 ) 5 ( 2023 )  

ᴁΪ ѯ  

「高齢となり、たとえ病気であったり、介護が必要な状態となったりしても、住

み慣れた家庭や地域で希望と生きがいに満ち、幸せな生活を送ることが 

できる地域社会の実現」 

ᵺ ї Ἠ♯ 

基本目標 3 自立と安心を支える地域づくりの推進 

施策の方向性（4）：高齢者の生活環境の整備 

 

᷈ ἐ ˒ Ἢ ϯ  

┌ ǡǝƷ Ƿ ǡ◖ Ǟ ↨ȅ ǋǾ ǡ┌ ȅ ǌǾǒ

Ǵ  ǡ Ǜ ȅ ǽ ǡ┐ סּ ǞǗƷǙǡ ȅ ƹ

ǛǛǵǞ  ╓ ⱱ È ¤ ⱱ ÉǞ ǘƷǙ ╓ǚ ǌ

Ǿ┌ ⱱǝǜǡ ȅ ǴǱǌ¡ 

2 ╔  3 ( 2021 ) 7 ( 2025 )  

Ӱ˟ ѯ ⁯ 

自立・協働・創造 ～ふるさとに誇りがもてる人づくり・地域づくり～ 

ᵺ ї Ἠ♯ 

᷈ ϹᶡӰ˟ ὢỸ 

ǫ ǌǾ ǫ  Ǟ Ǿ ǡ╗ ȅ ǊǱǌ¡ 
  

ᶍ  ֩  ֪ ֩ 7  ֪

 7 8  100  
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╓  3 ( 2021 ) 7 ( 2025 )  

ᵺ ї Ἠ♯ 

ᶀӡᵺ ṭ ₢⁮ 

ȹȢ ǡ┐ ǞǗƷǙǢ  ȹȢ ǡ◖ ┐ Ǜ ȹȢ ǡ ◖ ǡ┐

ȅ ǽǱǌ¡ȜɈɎȴȯȌȹȢȠȢȯɉǡ ǞǗƷǙǢ  ȜɈɎȴȯȌȹȢǡ◖

ǞǻǾ ǝ ȠȢȯɉǡ  Ⱦɓº ( * 8) ȹȢǡ  ȰɇɜȲ ǝǜǡ

ȠȢȯɉǡ ȅ ǽǱǌ¡ 

ǡ ǞǗƷǙǢ  ǡ   ǡ   ǡ ǝ ȅ

ǽǱǌ¡ 

ǡ ǞǗƷǙǢ  ǡ ȅ ǽǱǌ¡ 

 

þǐǡ  

╪ ǞǗƷǙ 12 È2019 12 É 

ḽ ⁯ 

  ǞǻǾטּ ǡ ƿ Ǟ ǿǙƽǽ  ǞƽǄǾ Ǜ ǡȹ

ɒɜȢƿ ǿǙƷǱǌ¡ǐǿǞǻǽ ╪ ǡ ☺Ǟ ǀǝ☼ ȅ ƻǙƷǾǆǛȅ

ǲ  Ǜ ǡȹɒɜȢƾǗ ☺ǡ↨ ═Ǜטּ ǡ♂ ǝ ȅ ǌǾǒǴ 

ǞƽǄǾ═ ȅ ǊǱǌ¡ 

Ǣ ǝ ¤ȩȏɜȞȍȡɜșǚǢǝǂ ǻǽ ǝ◖☺ȅ ƹǒǴ ǡ

Ǜ ȅ ƷǱǌ¡ 

ǞǗƷǙǢ  ǡ ǊƷ Ǟטּ ꞌǌǾǒǴ  ╗   Ǜ Ǆ  Ǟ

ȅ Ʒ  Ǟ ȅ ƷǱǌ¡ ǞǻǖǙǢ   Ǜ ǝ ȅ ǖ

Ǚ ȅ ƷǱǌ¡ ╗ Ǣ 2020 ƾǼ 2024 ǛǊǱǌ¡ 

  
 

  



῝῝῝῝ 8 ῝῝῝῝ 

2.2.2  їג ᾘĽᶀӡᵺ ĺגŚƍ:ż  

 

 H

 H

═  

Wᵺ їגĽἨ♯X 

 ̧ 80 ∙ ǡ Ƿ   ¤ ╔ ǡ ǡ   ȅ ǄǙƷ

Ǿ Ǟ ǊǙȨȘȠº È ǽ ȅ Éȅ ǊǙƷǾ¡ 

Wᵅ $ X 

 ̧ ǡ ƿ ǂ ȨȘȠºȅ Ǳǚ ǽ ǄǾǆǛƿǚǀǝƷ ƿƷ

ǾǛ ƷǙƷǾ¡ 

 ̧ ȨȘȠº Ǣ ¤ ǚǡ ƿ ǚƵǽ  ¤ ƾǼꜛƷ

ƾǼǢ ǛƷƹ≥ ǵƵǾ¡ 

WḚᵭĽᴩ Ξ X 

 ̧ ȨȘȠº ǡ Ǣ WebǷɇȍȳɜȹºȔºȲǚ Ǆ ǄǾǆǛǵ Ǌ

ǙƷǂ ƿƵǾ¡ 

 ̧ ȨȘȠº Ǜǡ ǞƵǒǽ  ǛȨȘȠº ȅ ǊǙǵǼǖǙƷ

Ǿƿ ǆǿǵ  ¡ǊǙƷǀǒƷטּ

╔ 

Wᵅ $ X 

 ̧ 5 Ǟ ǚ ǡ ƿƵǾƿ  ǚǢǐǿ∙ ǡ

ǡ ǢǝƷ¡ 

 ̧ ǚǡ ǡ ╓┌ ȅ ǴǙƷǾƿ  ╓┌ Ǌǒ Ǟ ƾǼ

Ǳǚǡ┌ ǞȢȘºɔȹȢȅ ƻǝǂǝǾּס ƿƵǾ¡ 

 ̧  ǌǚǞ ǡ ╢Ǟ≠ ǊǙƷǾ ǚ ȢȘºɔȹȢǡ◖

ǡ Ǣ    ǵǊǂǢ ǡ Ǟ ǼǉǾȅ Ǎ 

Ƿ ╢ƾǼ ƿ ǖǙƷǾ¡ 

 H

 

Wᵅ $ X 

 ̧ Ǜ√   ǡ♯ȞȟɜȤȱǛƹȂƿ ╓ǡ ǞǝǖǙ

ƷǾ¡ 

 ̧ ǡȠɐȬȽɜșȤɜȨºǷȢºȺºǫǡ ƿ Ǳǽ  ╓ǡ

Ǣ ǞƵǽ  ǀ ǵ  ¡ǊǙƷǾנּ

 ̧ ╓ǵ Ǜ ǡ╗ ╓Ǟ ǼǿǾǒǴ  ɇ

ȢȨºɀɒɜ  טּ ǡ Ǣ ǚǢǝƷ¡ 

 

Wᵺ їגĽἨ♯X 

 ̧ ƾǼ ⅜ǞȹȢǡ ǡ ǎǵƵǾƿ ȹȢǓǄǚǢ ǝ

ƿƵǾǒǴ ɕɜȨȔºǷȨȘȠºǵ ǎǙ∏ ǊǙƷǾ¡ 

Wᵅ $ X 

 ̧ Ǣ 90ð∙ ƿ קּ ǷȹȍȘǚ ǊǙƷǾ¡ 

 ̧ 5 ƾǼ Ǿ ƿ ǡ 92ðȅ ǴǙƷǾ¡ 

 ̧ ȍɜȹȏɜȲ( * 9)Ǣ Ǳǚǚ ǱǚǢ ǝƷ¡ ƿ Ǽ

ǿǾ ¡ 

WḚᵭĽᴩ Ξ X 

 ̧ Ƿ ȑɓȋƾǼǡ ȅ ǊǒƷ¡ 
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ᵼᶍ  

WDXĽ₢⁮X 

 ̧ 4 Ǟ Ǟ DX ƿ ǈǿ  ǡ Ƿטּ ȞºȼȢǡ

Ǟ ǽ ȆǚƷǾ¡ 

W˒ὡ ὡ ṭĽ₢⁮X 

 ̧ ǛǊǙ┌ Ǟ ȅ ǿǙƽǽ  Ƿ ǚ ǈǿ

Ǿ┌ ȍɂɜȱǞ Ǌ  ǫǡ┌ ȅ PRǊǙƷǾ¡ 

 ̧ ǞǢ ǂǡ ┌ ƿƵǽקּ Ǟ Ƿ ȅ ǌǒǴǡ קּ

ȹɜȘǡ ȅ ǄǙƷǾ¡ 

 ̧ ǞǢ ǚǀǾ ƿ ǝǂ  ǌǾƾ ¤ ǡ ȅȯ

ɕɘºȘ( * 10)ǚ ꞌǌǾǆǛƿ Ʒ¡ 
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3   ǡ ǡ  
 

3.1  ǡ  

3.1.1  ☺ ϖӲ 

町内には路線バス、奥畑線乗合タクシー、町営バス（スクールバス一般混乗型）、

航路（フェリー、町営渡船、行政連絡船( *11)）、一般乗用タクシーが公共交通として運

行・運航しています。 

また、町営医療機関や民間医療機関、温泉施設、宿泊施設の無料送迎バスが町内全

域を運行しているほか、町内の小中学生向けのスクールバス等も運行しています。 

 

 

 

図 4 周防大島町内の 

公共交通網 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 周防大島町内の 

送迎交通網 
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3.1.2  ▬ƒŻ 

町内の西部において防長交通が 2路線（大島本線、大島線）運行しています。 

利用者は減少傾向を示しており、特に新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受け

ている令和 2 年度以降は年間利用者数が 40％近く減少しており、令和 3 年度もその

傾向が続いています。利用者の多くは周防大島高校や大島商船高等専門学校等への通

学需要であり、大畠駅と両校最寄りのバス停の間の利用が多くなっています。 

経常費用が経常収益を上回る状態が続いています。運行効率化やコスト削減等によ

り、経常費用は減少していますが、経常収益の方が減少幅が大きくなっています。 

補助金額は平成 30年度まで 2,000 万円弱でしたが、令和元年度以降は 4,000万円

前後となっています。 

 

 
資料：周防大島町（集計単位：前年 10月～当年 9月） 

図 6 周防大島町内のバス路線の年間利用者数の推移（大島本線、大島線） 

 

3.1.3  ͐ ▬ῶḀƁűŹ: 

令和 6年 9月まで大島観光タクシーが JR大畠駅から棟畑まで 1日 7往復運行して

いました。 

利用者数は減少傾向が続いており、平成 28年度から令和 3年度の間で 30％以上減

少しています。 

経常費用は 700万円～800万円前後で推移していますが、利用者数の減少に伴って

経常収益が減少しており、平成 28年度と比べて令和 3年度では半額以下となってい

ます。 

町負担額の補助金も年間 600万円前後となっています。 

令和 6年 10月からデマンド実証運行、令和 7年 10月から本格運行を開始していま

す。 

 
資料：周防大島町（集計単位：前年 10月～当年 9月） 

図 7 奥畑線乗合タクシーの利用者数の推移 
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3.1.4  ̘ƒŻGŻű:ƭƒŻˢ ḥῶיH 

周防大島町教育委員会が運行するスクールバスのうち、2 路線(白木線、油田森野

線)では町民等の一般利用客の混乗が可能となっています。 

白木線は定期的に利用のある通学利用(児童・生徒)に対し、一般利用客はその 10％

程度となっています。 

油田森野線は令和 3年度から運行を開始し、一般利用客が白木線に比べて多くなっ

ています。 

令和 3年度は油田森野線が運行を開始したことに伴い、行政負担額が増加していま

すが、白木線では年間の行政負担額が 1,700万円前後で推移しています。 

 

 
資料：周防大島町（集計単位：当年 4月～翌年 3 月） 

図 8 スクールバス（一般混乗型）の利用者数の推移 

 

3.1.5  ˢ ῶ ƁűŹ: 

町内にタクシー事業者は 4社ありますが、いずれも台数は 5台以下、乗務員数も 5

人以下となっており、町内全体で 14台しかありません。 

また、タクシー営業所から 5km圏外に人口が集積している地区もあり、タクシーが

利用しづらい地域も存在します。 

総走行キロ、実車走行キロ( *12)、輸送人員、旅客収入のいずれも減少傾向にありま

したが、令和 2 年度はコロナ禍の外出控え等により大幅に稼働が落ち込んでいます。 

 

 
資料：国土交通省中国運輸局「運輸要覧」（集計単位：当年 4月～翌年 3月） 

図 9 タクシーの輸送人員の推移 

1,887 1,842 1,439 1,854 918 908
2,603 

10,524 9,954 10,526 9,760
8,058 8,123

6,616

0

5,000

10,000

15,000

28 29 30 2 3 3

╗ ( ¤ )

ᵊ ᵋ ᵊ ᵋ

֩ ֪

46 44 41
37

27 28

0

10

20

30

40

50

28 29 30 2 3

È É



῝῝῝῝ 13 ῝῝῝῝ 

3.1.6  ƗũƬ: 

周防大島松山フェリーにより、柳井港～伊保田港～三津浜港間を 1 日 4 往復運航

(うち 1往復は伊保田港を通過)しています。 

利用者数は令和元年度まで微増傾向にありましたが、令和 2年度以降は新型コロナ

ウイルスの影響を受けて大きく減少しています。 

伊保田港からは三津浜港への需要が圧倒的に多く、柳井方面への利用はごくわずか

な状況です。 

 

3.1.7  ̘ ◊ 

周防大島町の直営により、町営渡船を前島や浮島、情島へ運航しています。 

利用者数は中長期的には減少傾向にあります。 

収益が年々減少傾向にある中で、費用の増減により国や県の補助金額が増減してい

る状況です。 

 

3.1.8  ᶺ↓ ◊ 

周防大島町の直営により、行政連絡船を笠佐島へ運航しています。 

利用者数は年々減少傾向にあります。 

年により変動はありますが、費用が収益を大幅に上回る傾向が続いています。  



῝῝῝῝ 14 ῝῝῝῝ 

3.2  ȅ Ǵǒ ǡ  

3.2.1  ̘˛ ѾїĺŗŚהᴈ 

町内に 3か所ある町営医療機関（東和病院、橘医院、大島病院）により、町内各地

に向けて送迎バスを運行しています。町営医療機関利用者専用で、定時定路線の便と

診察の状況に応じて出発時刻を決めている便があります。 

町営医療機関の送迎交通の利用者数は軒並み減少傾向にあり、令和 2年度以降は新

型コロナウイルスの影響による受診控えと思われる利用者数の減少がみられます。 

事業費用(費用負担)は年々増加傾向にあります。利用者からの料金徴収が行われて

いないため、その費用は町営医療機関の運営費用から賄われています。 

 

3.2.2  ͫ█Ẵ╚ĺŗŚהᴈ 

町内に 3か所ある温泉施設（グリーンステイながうら、遊湯ランド、竜崎温泉）に

より、町内各地に向けて送迎バスを運行しています（遊湯ランド、竜崎温泉では、新

型コロナウイルスの影響により運休中）。温泉施設の利用状況を踏まえ、ダイヤが設

定されています。 

利用者数については集計が行われておらず、正確な数字は把握できていませんが、

各施設によると減少傾向にあるとのことです。 

送迎バスは指定管理( *13)の対象外のため、運行経費は指定管理先が負担しており、

利用者数の減少に伴って費用負担が重くなってきています。 

 

3.2.3  ĬĽֿכĽ  ỉᵃה

ӡ ḁ᷄ᴻḳḘḁ֩ ֪ 

周防大島町から町内の運行事業者への運行委託により、小中学校あわせて、町内 9

路線を運行しています。 

小中学校の統廃合等に伴い、運行に係る行政負担額は年々増加傾向にあります。 
 

Ӣ ═ ᶊᶧᶪ  

受診者の利便性向上のために送迎を行っている民間医療機関があり、民間医療機関

の直営により運行してます。ルートやダイヤ等が決まっていることもありますが、受

診終了後の帰り便は、診察の状況に応じて出発時刻を決めている場合があります。 

利用者や行政から負担・補助を受けていないため、民間医療機関の負担により運営

されています。 

送迎の要望はあるものの、ドライバーが確保できないために送迎を断っている民間

医療機関も存在します。 
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ӣ ᶊᶧᶪ  

宿泊者の利便性向上のために送迎を行っている宿泊施設があります。 

民間医療機関同様、送迎に際して利用者や行政から負担・補助を受けていないため、

宿泊施設の負担により運営されています。 
 

Ӥ ᶊᶧᶪ  

山口県大島自動車学校により、周防大島町内を対象に在校生向けの送迎を実施して

います。 

行政からの補助は無く、受講生の講習料から賄われています。 

 

ӥ ◖ ( *14)ᶊᶧᶪ  

社会福祉法人大島白壽會により、平成 29年から福祉有償運送が行われています。 

福祉車両（リフト付き車両）を使用し、身体機能が低下している高齢者や車いす利

用者等の移動サービスを無償で行っています。 

法人職員が運転する移動支援事業と、町民が運転する車両貸出事業があります。い

ずれの事業も、東和地区の住民のみを対象としており、移動支援事業では東和病院や

安本医院、大島病院等への配車が多くなっています。 

 

3.2.4   

本町内では鉄道は運行していませんが、周防大島大橋を隔てた柳井市側で JR山陽

線が運行しており、大畠駅は周防大島町の玄関口としての機能を持っています。 

また、伊保田港からの航路が柳井港に到着するため、柳井港駅へのアクセスもみら

れます。大畠駅、柳井港駅共に減少傾向にあります。 

特に、令和 2年は新型コロナウイルスの影響により、利用者数が大きく落ち込んで

います。 
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3.3  ┐ ¤ Ǟ Ǿ ǡ  

陸上交通の維持に係る財政負担額は増加傾向であり、令和 3年度に町が負担する財

政支出が 1億円を超えました。 

海上交通の維持に係る財政負担額は国・県の負担額により増減しますが、1,000万

円程度で推移しています。 

令和 3年度は、陸上・海上合わせて約 1億 3,000 万円の財政支出が生じています。 

 

 
資料：周防大島町 

図 10 陸上交通、海上交通の維持に係る財政負担額（町負担分）の推移 
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4   ǡ ¤ȴºȣ 
 

以下のとおり、町民アンケート等を実施し、公共交通の利用実態やニーズ等を整理

しました。 

 

þ ᶷḻ᷆ᴻḐ  

 周防大島町民（無作為抽出） 

 ※ただし、行政区単位でおおむね同数ずつ配布 

 本土部 2,000部／諸島部 150部   計 2,150部 

½  771部 ／ 35.9％ 

þ ᶷḻ᷆ᴻḐ  

 

・周防大島町内の高校・高等専門学校等に通う生徒・学生全員 

・周防大島町在住で町外の高校に通う生徒全員 

 ※ただし、周防大島町内から 20人以上通学している学校に限る 

 689部 

½  655部 ／ 95.1％ 

 

 

4.1  ǡ ǡ  

各公共交通の利用頻度は、その公共交通の運行地区では頻度が他地区と比べて高く

なっていますが、全体的に年数回程度の利用あるいは全く利用しない人が多くなって

います。 

JR山陽線は町外であるにも関わらず、半数以上の人が年 1回以上利用しています。 

1年間で公共交通を全く利用しない人(以下の公共交通をすべて「全く利用しない」

と回答した人)の割合は、各地区で 30％程度となっています。 
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4.2  ǡ┌ ȴºȣ 

4.2.1  Ľ Ľ˒  Ӳ 

 

þ ǡ┌  

 ̧ Ʒ ǢƽƽǳǠ Ƿ ║ ǚ ȂǿǙƷǱǌƿ  Ǣ ǞƵ

ǽǱǌ¡ 

þ ǡ  ┌    

 ̧ Ʒ Ǣ  ǚǢɇɔȖɎȏ   ǚǢ ꞉ȾºȲ  

ǚǢ AȜºɀ↨ּז   ǚǢ ꞉ȾºȲ Ƿ AȜºɀ  ȱɒ

ȍȋɔ ║ǝǜȅ ǌǾ ƿ ǂǝǖǙƷǱǌ¡ 

 ̧ Ʒ ǫǡ┌ Ǣ ǜǡ ǵ È ǚ◖ ǱǒǢ ÉǚƵǽ 

Ǣ ǡ 10ð ǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

 ̧ Ʒ ǡ Ǣ  ǵǻǂ ǂ ǚ 1 5   Ǟǻǂ ǂ ǚ 1 ∙

זּ ǛǌǾ ƿ ǂǝǖǙƷǱǌ¡ 

╪ 

þ ǡ┌  

 ̧ ╪Ǣ  ☺═ ǡƵǾ Ƿ   ǡǮƾ  ║ ǫǡ ƿ

ǲǼǿ  ǡ┌ ǵ ǂǝǖǙƷǱǌ¡ 

þ ǡ  ┌    

 ̧ ╪ Ǣ  Ǣ ╪  Ƿ Ǣ↨ ═╪  Ǣ

╪ȅ ǌǾ ƿ ǂǝǖǙƷǱǌ¡Ǳǒ ǜǡ ǵ ǡ ╪Ƿ

═ ȤɜȨºǝǜǫǡ┌ ǵǲǼǿǱǌ¡ 

 ̧ Ʒ Ǜ ǬǾǛ  ╪ ǡ┌ ǞǢ ȅ ǌǾ ƿǜǡ ǵ ǂ

ǝǾ ǞƵǽǱǌ¡ 

 ̧ǜǡ ǵ  ╪ǡ Ǣ ǵǻǂ ǂ/ Ǟǻǂ ǂ ǛǵǞ 1 3

ƿ ǵ ǂǝǖǙƷǱǌ¡ 

 

þ ǡ┌  

 ̧ǐǡ ǚǢ ║ ǫǡ ƿ ǂǝǖǙƷǱǌ¡ 

þ ǡ  ┌    

 ̧ǐǡ Ǣ  ǡ Ǜ ǬǾǛ Ǌ  ║ ǫǡ ƿ ƻǾ ǞƵǽ

Ǳǌ¡ 

 ̧┌ Ǣǜǡ ǵ È ǚ◖ ǱǒǢ ÉǚƵǽ  Ǣ ǡ 10ð

ǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

 ̧ǜǡ ǵ Ꞌ Ǣ 1 3 ƿ ǵ ǂǝǖǙƷǱǌ¡ 

 

þ ǡ┌  

 ̧ Ǣ  ǚ ¤ ǌǾטּ∫ ǞƵǽǱǌƿ  Ǣ

ǚǡ┌ ƿ ǂǝǖǙƷǱǌ¡ 
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図 11 買い物・通院目的での居住地区別の移動状況 
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図 12 その他・通勤通学目的での居住地区別の移動状況  
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4.2.2  Ľ˒ ĺṔĦĵḛĲĵēŚĢķ 

町民アンケート調査結果から町民の移動に際して困っていることについて、次の特

徴がみられました。 

 

 ̧ȨȘȠº∙ ǡ ǡ ǚǢ  ǡ ǝǈǷ◖ ǡ ǈȅ ǅǾ

ƿ ǂǝǖǙƷǱǌ¡ 

 ̧ȨȘȠºǚǢ ◖ ǡ ǈǷ ¤ Ǟ☺ ǊǙƷǝƷǆǛȅ ǅǾ ƿ ǂǝǖ

ǙƷǱǌ¡ 

 ̧JRǚǢ  ǡ ǝǈǷ◖ ǡ ǈǡǮƾ ♯Ǟ ¤ ƿ ǝƷǆǛȅ ǅ

Ǿ ƿ ǂǝǖǙƷǱǌ¡ 

 

 

4.2.3  ϹỖĽ Ӳ ƍ:ż 

高校生等アンケート調査結果から通学時の状況やニーズについて、次の特徴がみら

れました。 
 

 ̧   ║ ǚǢ  Èּק Ƿ ǞǻǾ Éǡ ƿ ǂǝǖǙƷǱǌ¡

♯Ǳǚ ǊǙǵǼƷ JRǫ ǽ Ʒǚ ǊǙƷǾǛ ǈǿǱǌ¡Ǳǒ 

ǡ ǡ ǵ ƷǆǛƾǼ  ♯ƾǼ Ǳǚ

ȅ ǊǙƷǾǛ ǈǿǱǌ¡ 

 ̧╗ ǚ  Ǟ ƹ Ǣּז Ǟ ȹȢȅ ǌǾ ƿ ǂ 

ǚǢǐǡ ƿǈǼǞ ǂǝǖǙƷǱǌ¡ ǞǻǾ ƿǚǀǝƷǒǴǛ

ǈǿǱǌ¡ 

 ̧ ǡ Ǣ ▓ǡ Ǟ ȹȢǡ ƿ ǂǝǖǙƷǱǌ¡

▓ǡ ǡ ǡ ƿ ǖǙƷǾǒǴ  ƿ ȹȢǞ ǊǙƷǾǛ

ǈǿǱǌ¡ 

 ̧Ǳǒ  ║ Ƿ   ǚǢ Ꞌ ǚ ƿ│ǝǾ

ƿƵǽ  ǞꞌǋǙ ȅ Ʒ ǄǙƷǾ ƿƵǾǵǡǛ ǈǿǱǌ¡ 

 ̧ Ǟ ȅ ǌǾ Ǣ  ǡƵǾ Ƿ  

ǚ ǂǝǖǙƷǱǌ¡ 
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4.3  ◖ ǡ≥  

交通事業者へのヒアリングにより把握した現状認識や問題点等を次のとおり整理

しました。 

 

Ḙḁ 

 ̧ Ƿ Ǟ ƹ ƿ ǂ ǊǙƷǾ¡ 

 ̧ ƾǼ ȅ ƷǙƷǾ Ǣּס ǝ ǽ┐ ǌǾ ƻǓƿ ◖

Ǟǻǽ┐ ǚǀǝǂǝǖǒ Ǣ  Ƿ ǡּס ƿƵǾ¡ 

 ̧ ȢȘºɔȹȢÈ╗ ÉǛ ȹȢǛǡ ȅ ǌǾǆǛǢ ƻǼ

ǿǾ¡ǒǓ ȢȘºɔȹȢǛǡ ȅ ǌǾǛ  Ƿ

  ǡ ǡ Ǜ ȂǝǂǝǾּס ƿƵǾ¡ 

☺Ḙḁ 

֩ḁ᷄ᴻḳḘḁ 

╗  ֪

 ̧ 1 Ƶǒǽǡ Ǣ ƿƵǾ¡ Ǣ ǝƷ¡ 

 ̧ ȢȘºɔȹȢȅ ǊǙ ǊǙƷǾǒǴ  ǴǙ Ǿ ǞǢ ƾǽǘǼ

ƷǛ ƹ¡◖ Ǟǵ╗ ǚǀǾƾǜƹƾǡ ǎƿƵǾ¡ 

 ̧ ╗ ǡ   ǡ ǚ ǛǊǙ ƷǒƷǛǀǞ ƻǝƷ

ƿƵǾ¡ǐǡ Ǣ ǡ ǡ ƷǙƷǾȢȘºɔȹȢ ȅ ǖǙƷ

Ǿ¡ 

 ̧ ◖ ǚ≠ ƿ ǈǿǙǊǱƹǡǚ  Ʒ ȅ ƻǾǓǄǡ ƿ

ƻǝƷ¡◖ ǡ╔ ȅǌǾ ƿǝƷǒǴ  ȅ ǽ ƹ ¡◖

Ǣ ¡ 

 ̧ ╪ǡ ȹȢǢ Ǔƿ  ☺ȹȢǡ◖ Ǣ ȹȢǛ ǡǒǴ Ʒ

ǛǝǖǙƷǾǡǚ ƵǱǽ ǼǝƷǡǓȀƹǛ ƹ¡ 

 ̧ ◖ ƿ 10ⱦ ǲǞǝǖǙƷǙ ƽ ǽǡ ƿ ȅ ǌǡǞ ƿ

ƾǖǙǊǱǖǙƷǾ¡50ⱦ 100ⱦ ǲǞǝǾǛ ǊƷ¡ 

꞊  

ḇ᷿᷄  ᴻ

 ̧ ǝǂ ƽƽǳǠ╗ ǡ ǚƵǾ¡ 

 ̧ ȹȢǫǡ Ǣ ǌǾƿ  È ♯ שׁ Éǚǡ Ș

ɖºȣ ( *15)Ǣ ǡ ȅ ǝƹǡǚǢ¡ 

 ̧ ǫǡ ȅ ⱢǊǙ  ȅ ǼǊǙǚǵ ȓɕɜȡɖºȲ ǚ

זּ↨ ǱǚⱫ ǊǙǢǜƹƾ¡ 

ḝᶼḲ  ᴻ

 ̧ Ǣ ǱǚƵǱǽ ƿ ƾǖǒƿ  ȜɖȳȏȍɔȢǡ☼ ǚ

¡ 4 ǢȜɖȳ ǡ 90ð Ǳǚ ¡   Ǟ

ȹȢ ƿ ǖǒ¡ 

 ̧ ǡ Ǣ Ǟ Ƿ ╪    ǚꞋ ǌǾǆǛƿ

ǂ ƽƽǳǠ 1 2Ꞌ ǃǼƷǡ ǚƵǾ¡ 

 ̧ √ ƾǼ ║ǱǚȹȢǚ ǂǛ ƿƵǽ◖ ǵ 2,000ⱦ ¡╗ ǚ 

ȾȐɓºǚǢ ǚ 1,390 ⱦǡǒǴ ȾȐɓºǚ ║ Ǳǚ ǂ ƿ

Ʒ¡ 

 ̧ ☺ȹȢǛǡ ǡȴºȣƿƵǾ¡ 
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☺  H

 

 ̧ ǡ Ǟǻǽ Ǣ Ǟ ƿ ǊǙƷǾ¡ 

 ̧ Ǣ ǡ ȅ ǊǙƷǾƿ  ǡ Ǟ Ʒ 

ǫǡ ǵ ǚƵǾ¡ 

 ̧ ǚǢ ICȔºȲǡ ǵ ǊǙǲǒƷ¡ 

╗  

ḇ᷿᷄  ᴻ

 ̧ ǡ ╪ ƿ Ʒ¡Ȝɖȳ︡ǚ Ǣ ǖǒƿ  Ǣ ·Ǟ

ǞƵǾ¡ 

 ̧ ╪Ƿ ═╪  ╪ǫǡ ƿ Ǔƿ  ╪Ƿ ═

ȤɜȨºǫǡ ǵ נּ ǞƵǾ¡ 

 ̧ ǡƹǔ  ╪ƿ ǂ 9 Ǜ ǡȨȍɈɜș( )ǚ

ǲƵƹǆǛƿ Ʒ¡ Ǣ ǔ ƷǙƷǾ¡ 

 ̧ ȨȘȠºǷ ȨȘȠºǢ  ǞǻǖǙǢ ǛǢ Ǟ ǵ

ǛǝǾ¡ǐǡǒǴ  ǢȸɖºɘºȘ ǚǢǝǂ  ǘǙǞ Ǌ

ǙǵǼǖǙƷǾ¡ 

דּ ᴴ ╪ 

 

 ̧ דּ ǡ Ǣ ǚ ǊǙƷǒƿ  ǵ · Ǟ

Ƶǖǒ ǚ Ȝɖȳ︡ǞǝǖǙ◖ ǊǙƷǾ¡ Ǟ ǚ◖ ǌǾ

ǆǛǵ ƻǼǿǾ¡ 

 ̧ ǡ≠ ǞǻǾ Ƿ ǡ ǞǻǾ ƿ ƻǼǿǾǡǚǢǝ

Ʒƾ¡ 

 ̧ ╪ǡ ȹȢǢ 30 ∙ Ǟ ȅ ǌǾ Ǟ ═ ƿ ǋ

ǾǆǛƾǼ Ǵǒǵǡ¡ ǞɇȍȘɖȹȢǚ◖ ǊǙƽǽ  ǞȺº

ȱ ╢ƿ◖ ǊǙƷǾƿ  ╢ǚǵ◖ ǚǀǾǻƹǞǊǙƷǾ¡ 

 ̧ ǡ ÈɘȘȪɜ ÉǞ ȹȢƿ ꞌǚǀǙƽǼǍ  ☺ȹȢ

Ǜ ǲ ȂǎǙ ╪ǈǿǙƷǾǛǵ ƷǙƷǾ¡ 

 

 ̧ Ǣ ǚƵǽ Ȝɖȳ︡ǚǈǼǞ ǊǙƷǾ¡ Ǟ

ǡ ǔ ǲƿ ǀƷ¡ 

 ̧ ∞ ȅȹȢǚ∏ ǌǾǆǛǢƵǽ ǾǛ ƹ¡ 
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5   ǡ ȅ ǽ ǂ    
 

5.1  ǡ ȅ ǽ ǂ    

本町の公共交通を取り巻く現状・問題点を整理すると、以下の 6つに分類されます。 
 

¤ ӡ ǡ ǛǝǾ ƿ ǊǙƽǽ  ƿ  

 

本町は、合併後に分庁制を採用し、既存の庁舎をそのまま活用しているほか、合併

前の旧町の規模がおおむね同程度であったことから、合併後も特定の地域への機能集

積等が起きておらず、町全体における核となる場所が無い状況です。 

本町では、都市計画マスタープランや立地適正化計画を策定しておらず、今後も町

全体における核となる場所が形成されにくいと考えられることから、移動需要が分散

化する傾向が続く可能性があります。 

今後、人口減少が進むと見込まれることを踏まえると、今までより移動需要が小規

模化、分散化していくおそれがあります。また、買い物や通院、通学では柳井市や岩

国市など、町外への移動ニーズが多い状況です。 

 

 
資料：国勢調査（令和 2年） 

図 13 人口分布と町役場（支所・出張所）の位置関係  
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¤ Ӣ 
ȞºȼȢǛǊǙǡ ƿ  ǡ ☺ Ƿ

╓ǡ ȅ⅓  

 

町内全域において、官民問わず無料の送迎交通が、施設利用者を対象として目的地

である医療機関や温泉施設等まで運行されています。送迎交通が公共交通網と重複し

ていることから、公共交通の利用者を奪ってしまうため、公共交通の持続可能性を低

下させている可能性があります。一方で、東和地区を中心として、公共交通の便数が

少ない地域では、公共交通を補完する役割を果たしている面もあります。 

送迎交通の運行は、医療機関や温泉施設等の利用者の利便性向上や顧客確保の観点

で実施されている取組であるものの、無料で運行しているため送迎に係る費用は施設

運営者負担で行われています。このため、利用者数の減少に伴い費用負担が重くなり、

施設運営者自身の経営状況を圧迫している可能性があります。 

 

 

 

図 14 公共交通（上）ならびに送迎交通（下）の路線網（再掲）  
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¤ ӣ 
Ƿ ƿ ǚ ǝ◖ ¤◖ Ǟ 

ǝǖǙƷǾּס  

 

周防大島高校や大島商船高等専門学校等への通学需要により、大畠駅～大島・久賀

～橘間は、朝夕の便は利用者数が多く、定員の多いバス車両で運行される一方、日中

はワゴン車やマイクロバスでも対応できる程度の利用者数に留まっています。こうし

た中で、日中も朝夕の通学需要に合わせたバス車両で運行されていることから、運行

に係るコストが大きくなっています。 

このほか、公共交通同士での連携が不十分であるために、接続が図られていなかっ

たり、団子状態でバスが複数台連なって運行していたりすることがあります。また、

一定程度人口が集積しているにも関わらず、幹線道路から外れているために、公共交

通が近くを通らない空白地帯( *16)となっている場所があります。 

路線バスでは、利用者数の減少や運転士不足等により路線の見直しがなされたこと

により路線が細切れになってしまい、乗継の発生や料金の実質的な値上げ等、使い勝

手が低下しており、公共交通利用を敬遠される要因になっている可能性があります。 

こうしたことから、町内の公共交通が非効率的な運行・運航となっている可能性が

あります。 

 

 

図 15 路線バスや奥畑線乗合タクシー、町営バス・スクールバス（一般混乗型）と 

送迎交通の運行ダイヤの一例 
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Ḙḁ Ḙḁ ḇ᷿᷄ᴻ꞊ ╪ Ḙḁ דּ Ḙḁ
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╪

【月曜】

重複 
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単位はいずれも(人)  

資料：防長交通 

図 16 路線バスの便別方面別利用者数 
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¤ Ӥ ǷⱲ Ǟ ȅ ƾǌ≥ ƿ  

 

町民は公共交通を不便に感じ、自家用車での移動が当たり前の状況になっていると

言えます。町や沿線施設、町民等が、公共交通が不便であるという認識が強いことか

ら、公共交通を利用したり、公共交通が活かせる取組をする意識が不足しています。 

例えば、本町に UIJ ターン( *17)で移住を希望する人が役場などに相談した際に、普

段の外出で公共交通は不便なため、自家用車での移動を勧めてしまっている事例があ

るなど、公共交通を利用する機会を逸してしまっている可能性があります。 

また、公共施設や観光施設等において公共交通でアクセスする情報が不足しており、

どう行けばいいか、何時に乗れるかなどの案内が不十分であることから、公共交通が

分かりづらいものとして認識されている可能性があります。 

なお、本町のバス路線は、以前は国鉄バス(現：JRバス)として運行されていた経緯

から、バス停の上屋や椅子が整備されている場所が多く、比較的良好な待合環境が整

備されている場合があります。しかし、乗継場所となっている一部バス停では、そう

した施設が不十分なところもみられます。 

 

 

図 17 Googleマップでの経路検索状況 

 

 

 

 

 

  

バス路線が表示されない 
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¤ ӥ ǡ  

 

本町内を運行・運航する公共交通は、路線・航路図はあるものの、それらを網羅し

て整理したものがなく、またそれぞれの交通手段がどの経路を通るかなどが地図上で

確認できない状況です。加えて、旧選果場など、インターネットで検索しても住所な

ど情報が無い施設が停留所となっている場合があり、土地勘のない観光客等にとって

は非常に分かりづらい状況です。 

また、スクールバスは児童・生徒専用の路線のほかに、町民・観光客も使える一般

混乗型の路線がありますが、どちらも「スクールバス」として運行しており、車両に

もスクールバスの表示があることから一般混乗型の路線である油田森野線や白木線

も児童・生徒専用のものと誤認され、利用されないといった事象がみられます。 

こうしたことから、公共交通に関する情報発信が不足しているといえます。 

 

図 18 町営バス・スクールバス（一般混乗型）で使用している車両 

  

ḁ᷄ᴻḳḘḁᶍ  
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¤ Ӧ ┌ ǡ Ǟטּ Ǌ ȶȬȱɘºȘƿ  

 

高齢化率の高い本町において、今後も人口減少と高齢化率のさらなる上昇と町営医

療機関の見直しが見込まれる中で通院に係る移動ニーズも増加する見込みです。そう

した中で、町営医療機関から周東総合病院を紹介される場合があり、周東総合病院へ

の通院需要が以前より増加しています。以前は本町内の路線バスが周東総合病院やゆ

めタウン柳井、柳井駅まで直通していましたが、路線の見直しにより大畠駅までに短

縮されており、大畠駅から JRに乗り継ぐ必要が生じました。こうした状況下におい

て、周東総合病院に通院される方の中には、乗継を敬遠して片道 6,000～8,000 円の

高額なタクシー料金を負担して通院している方もいます。 

また、町内の児童・生徒の減少により、今後、小中学校の統廃合に伴って通学に必

要な移動手段を確保しなければならない事態に直面するおそれがあります。 

 

【運行事業者ヒアリングより】 

¶ 通院利用は町営医療機関への配車が主だが、周東総合病院や岩国医療センターへ

の配車も増えてきた。 

¶ 周東総合病院への配車による運賃が、出発地によっては片道 8,000 円とかなり負

担になっていると思う。乗り合えるよう病院側で調整してもらえればと思う。行

きだけの配車が多い。 

¶ 時間距離併用制運賃( * 18)では料金が高額になる場合があるので、時間制運賃( * 19)を

採用している。 
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5.2  ǡ ǡ  

本町の公共交通が果たすべき役割や、本町の公共交通の現状・問題点の内容を踏ま

え、問題を解決するための課題を以下の 5つに整理しました。 

 

ӡ ǡ ǫǡ ǽ ǲ 

本町内で運行されているあらゆる送迎交通を「輸送資源( *20)」と捉え、公共交通の

一部として役割を担う形で、施設利用者の利便性を確保しつつ町民の移動利便性も向

上させることが有効であり、公共交通に取り込むための仕組みづくりが必要です。ま

た、公共交通として機能するようにするためには、町内にある車両の台数や確保でき

る運転士の数等の棚卸し( *21)と移動需要に応じた再配分が必要となります。 

これらを実現するために、民間による送迎交通を公共交通に取り込むメリットを施

設運営者とも共有し、理解を深めていく必要があります。 

 

 

Ӣ 
ȅ ƻǒ ȶȬȱɘºȘǡ Ǜ 

┌ ǡ  

本町における将来的な人口減少や、それに伴う病院機能の再配置、学校の統廃合等

を見据え、戦略的に路線・航路設定を行って公共交通ネットワークを再構築していく

必要があります。また、ネットワークのみならず、料金体系や運行方法等も併せて見

直していく必要があります。 

このほか、再構築したネットワーク等に対して利用状況等を随時把握していくこと

で、中長期的な需要の変化に応じた路線・航路の再度の見直し等、町民の移動利便性

を確保できるようにしていくことが必要です。 

 

 

ӣ ǡ ( *22)ȅ ǛǊǒ ╓ǘǂǽǡ  

公共交通ネットワークの見直しと合わせて、乗継を行う「結節点」では、乗継時間

を有効に使え、安心してバス等を待つことのできる環境をつくっていく必要がありま

す。 

このとき、町民による地域づくりの取組のみならず、状況に応じて UIJターン人材

と町民との新たな交流も期待し、地域の活力を生むことも目指していく必要がありま

す。 
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Ӥ 1 1 ƿ ȅ ǌǾǀǖƾǄǘǂǽ 

自家用車利用が中心となっている現状において、地域に公共交通があることの意義

を広め、理解を深めていく取組を進めていく必要があるとともに、ネットワークの再

構築と並行して、公共交通を知る機会や使いたくなる機会を増やす取組を進めていく

必要があります。 

その際、土地勘のある町民だけでなく、土地勘のない移住者や観光客にとっても分

かりやすい情報発信と交通体系構築にも取り組む必要があります。 

 

 

ӥ ƿ ȅ┐ ǚǀǾ ǡ┐  

本業の「町民の移動手段」である公共交通を運行できる事業環境を維持するため、

貨客混載や宅配代行の仕組みのほか、広告収入や物販等、多角的な観点での収益確保

策を検討する必要があります。 

また、観光客をターゲットとした商品開発や医療機関との連携、定額乗り放題制( *23)

の仕組みなど、新たな利用者の発掘、固定客の確保といった仕組みも実現に向けて取

り組んでいく必要があります。 
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6   ǡ ǝ  
 

6.1   

本町の上位・関連計画や地域公共交通の現状と課題、求められる役割を踏まえ、本

町の地域公共交通を維持・確保していくための指針となる基本理念を次のように設定

します。 

 

Ǌǂ Ǽǎ  ǲ ǄǒƷ ǛǝǾǒǴǞ  

ǽǒǂǝǾǻƹǝ ȅ  

 

第 2次総合計画において設定されている「目指す将来像」ならびに「基本理念」を

達成することを念頭に、地域公共交通が維持・確保されることで本町が「楽しく暮ら

せ、住み続けたい」島となれることを目指していきます。そのためには、「乗りたく

なるような」魅力的な公共交通である必要があり、計画期間を通じてそれを創造して

いきたいと考えています。 

 

6.2  SDGsǛǡ  

持続可能な開発目標(SDGs)として国連が定める 17の目標は、公共交通分野でも密

接に関係します。本計画で該当する目標と目指す方向性を以下に示します。 

3 ǌǬǙǡ Ǟ Ǜ ȅ 

ȅ ǌǾǆǛǚ ┌ ƿ ƻ ◖ ȅ ǚǀǾǒǴ Ǟ ƿƵǾוֹ

ǛǈǿǙƷǱǌ¡Ǳǒ  ȅ ǌǾǆǛǚȾɕȍɔ ( *24)Ǟǵ  ¡ƿƵǾǛǈǿǙƷǱǌוֹ

7 ȑȶɔȗºȅǲȆǝǞ ǐǊǙȘɓºɜǞ 

¤ ǡ Ǟǻǽ  ȅ Ǌǒ ƿ ǴǼǿǾּס ƿƵǽǱ

ǌ¡Ǳǒ 1 ƿ 1 קּ ȅ ƹǻǽǵ ȅ ƹ ƿ CO2 ƿ ǝǂǝǽǱǌ¡ 

11 ǲ ǄǼǿǾǱǔǘǂǽȅ 

ƿ ƷǷǌǂǝǾǆǛǚ  קּ ȅ ǒǝƷ Ƿ◖ ȅ Ǌǒ ǵ ȅ☺

ǲ ǄǾǆǛƿǚǀ ǨǾǈǛǞ ǲ ǄǾǆǛƿǚǀǱǌ¡ 

Ǳǒ ȨºțȬȱ 11.2 ǞǢ ∙ּזǡǛƽǽ Ǟ ǌǾ ƿ ǈǿǙƷǱǌ¡ 

2030年までに、脆弱な立場にある人々、女性、子供、障害者及び高齢者のニーズに特に

配慮し、公共交通機関の拡大などを通じた交通の安全性改善により、全ての人々に、安全か

つ安価で容易に利用できる、持続可能な輸送システムへのアクセスを提供する。 
 

17 ȺºȱȳºȠȬɀǚ ȅ Ǌǻƹ 

  ╓   ǐǡ ǌǾƵǼǹǾȢȯºȘɄɔȩº(*25)Ǜǡ ǚ ȅ Ǵ 

ȅ ƾǊǒ ȅ ǴǾǆǛƿ ǚǌ¡ 
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6.3  ǡ∞ ǘǄ 

6.3.1  ᶀӡᵺ Ľ֜ ķƏƅƊƱ:űĽѯ Ĺᶳė  

現在運行・運航されている公共交通ネットワークについて、幹線と支線で分類する

と、以下の図のとおりです。 

陸上交通については、幹線交通として、防長交通の「大畠駅～周防久賀～町立橘医

院前」と「大畠駅～大島庁舎～町立橘医院前」の 2系統（図中緑線）があり、その他

の路線はすべて支線交通に位置付けられます。 

一方で、フェリー、町営渡船・行政連絡船はいずれも航路として位置付けられます。 

 

 
図 19 現状の公共交通ネットワーク（幹線・支線・送迎が重複する箇所は一部省略） 

 

本計画が目指すべき将来の公共交通ネットワークは、以下のとおりです。 
 

朝夕の通学需要に対応するため、現状の「大畠駅～周防久賀～町立橘医院前」、「大

畠駅～大島庁舎～町立橘医院前」の 2系統は維持し、それ以外の交通については路線

バスや町営バス、奥畑線乗合タクシー、スクールバス等、あらゆる交通手段を新たな

支線交通として見直します。なお、移動需要等を踏まえて、一部地域では区域運行( *26)

化も検討します。 
 

 
図 20 目指すべき公共交通ネットワーク 
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6.3.2  ˞ᶀӡᵺ ϯ ˓ổπ◘ỎԃĽ˂ ĴĠ 

公共交通ネットワークにおいて幹線に位置付けられている防長交通の「大畠駅～周

防久賀～町立橘医院前」と、「大畠駅～大島庁舎～町立橘医院前」の 2 系統について

は、町立橘医院前バス停付近にある周防大島高校（安下庄校舎）ならびに大島地区に

ある大島商船高等専門学校、久賀地区にある周防大島高校（久賀校舎）と大畠駅とを

結び、町外から町内に通学する生徒の通学手段として重要な役割を果たしています。

また、町内から町外の高校に通う高校生の通学手段としても、同様に重要な役割を果

たしています。 

これらのバス路線が無くなると、各学校にて個別にスクールバスを手配する必要が

あるほか、町内の高校生は保護者等の送迎により大畠駅まで移動する必要があり、不

便を強いられることから、これらの系統を維持するためには、国の地域公共交通確保

維持改善事業において、幹線系統の補助などを受ける必要があります。 

また、奥畑線乗合タクシーは、大島庁舎において幹線系統「大畠駅～大島庁舎～町

立橘医院前」と接続しており、従来の大畠駅方面への移動需要を連携して担っていま

す。当該地域は大畠駅方面への移動需要が引き続き残っていることから、大島庁舎に

て、大畠駅へと向かう幹線系統と有機的に結び付ける必要があります。この系統を維

持するためには、国の地域公共交通確保維持改善事業において、フィーダー系統の補

助などを受ける必要があります。 

 

  



῝῝῝῝ 36 ῝῝῝῝ 

6.4   

地域の実情に即した持続可能な地域公共交通の実現を目指し、本計画において位置

付ける基本方針を以下のとおり定めます。 

 

à ǡ ȅ ǂǌǾǒǴǞ ǽ ǳ 5Ǘǡ á 

ӡ ƾǽǷǌƷǆǛ 

公共交通は分かりやすいものでないと、使いたいと思って頂けません。どう

いった手段でどこへ行けるのか、どこで調べればいいか、といったことが分か

りやすくなる取組を進めます。 

Ӣ Ǟ ƻǾǆǛ 

公共交通を使うのに不安やためらいを感じるようでは、使いづらいと感じて

しまいます。不安やためらいを解消し、公共交通を気軽に使えるようになる取

組を進めます。 

ӣ ·ǝ ǚ ƻǾǆǛ 

公共交通は小中高生や高齢者のためだけの移動手段ではありません。普段は

自家用車を使っている方も含めて、全世代が様々な場面で使えるようになる取

組を進めます。 

Ӥ ╓ǛǗǝƿǖǙƷǾǆǛ 

公共交通は単独では成り立たず、まちづくりや教育、医療、福祉、観光と密

接に連携することで持続可能となります。特に町民や地域の取組との連携は非

常に重要です。そうした地域とのつながりを深める取組を進め、公共交通を愛

し、守り育てていく取組を進めます。 

ӥ ǚƵǾǆǛ 

公共交通は民間事業者のほか、町からの委託、あるいは町の直営で運行・運

航しています。民間事業として運営する場合であっても、町の負担で運営する

場合であっても、官民の連携等により、効率性を追求する取組を進めます。 
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以上を踏まえて、公共交通の現状・問題点と課題、基本方針の関係を以下のとおり

整理しました。 

 

 

図 21 現状・問題点、課題、基本方針の関係整理 
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7   ǡ   לּ  
 

7.1  ǡ   לּ ǡ  

第 6章で定めた基本理念や基本方針に基づき、計画期間中に達成すべき目標と、そ

の達成状況を評価するための評価指標、目標値を以下のとおり設定します。 

 

ӡ 

ǡ ǡ ǽ נּ ǳ 5Ǘǡ  

ȅ ƷǷǌǂ ǊǙƷǂǛǛǵǞ  ǡ

ȅ ǴǾǆǛǞǻǽ  ǡ ȅ ǷǊǙƷǂǆ

Ǜȅ ǊǱǌ¡ 

ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ 

לּ  1 ƵǒǽǡÈ ∙ ǚǡÉ È ǡ Ý É 

 

 

● ¥ È ȹȢ ꞊ ȨȘȠº  ☺

ȹȢ  ╪ ȹȢ ╗ ȨȘȠºÉǡƹǔ ¤ ǡ

ȅ ǂ ǡ (╗ ȅ ǳ)  

● ¥ Ǟ ǳ 18 ∙ ǡ ( 9 30

)  

( R4) 

5.8  

ǡ 

ƻ  

  קּ ȅ ǖǙƷǾ Ǟ ȅ ǖǙ ǂ

ȅ ǾǆǛȅ Ǟ  1 Ƶǒǽ 2 ∙ ǡ ȅ

ǊǱǌ¡ 

( R9) 

7.8 ∙  
   

Ӣ 

ǡ ǡ  ǽ ǳ 5Ǘǡ  

ǡȢȘºɔȹȢǛǊǙǡ   ǡ Ǜ

ǊǙǡ ȅ┐ ǌǾǒǴ  ȅ ǌǾǆǛȅ

ǊǱǌ¡ 

ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ 

לּ  ǚǡ  

 

 

● ( ȹȢ ꞊ ȨȘȠº  ☺ȹȢ ȢȘºɔȹ

Ȣ)ǡƹǔ  ¤ ǡ ǡ (ⱫǬ  ╗

ȅ ǳ)  

( R4) 

213,400  

ǡ 

ƻ  

ȹȢǷȢȘºɔȹȢȅ Ǌ  ƷǷǌǂǌǾǆǛǚ 

ƿ ǌǾ ǚǵ ǡ ǵ Ǳƻǒ

ȅ ǊǱǌ¡ 

( R9) 

218,500 ∙  
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ӣ 

¤ ǡ┐ Ǟ Ǿ ǡ  ǽ ǳ 5Ǘǡ  

ǡ ǊǷ   ȅ ǴǾǆǛǚ  ¤

ǡ┐ ǡǒǴǞ ǊǙƷǾ ȅ ǌǾǆ

Ǜȅ ǊǱǌ¡ 

ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ 

לּ  ¤ ǡ┐ Ǟ Ǿ ǡ  

 

 

● ( ȹȢ ꞊ ȨȘȠº  ☺ȹȢ  ╪ ȹ

Ȣ ȢȘºɔȹȢ) Ǧ ( ☺ ¤ )ǡ┐

Ǟ Ǿ ǡ ǡ (ƷǍǿǵ ǚ )  

( R4) 

 

110,659 ⱦ 

 

17,956 ⱦ 

ǡ 

ƻ  

ǚǢ  ǞǻǾ◖ ǡ ◖ Ƿנּ ¤

ǡ ǊǞ ƹ Ǟǻǽטּ ǡ ȅ Ǌ

Ǳǌ¡ 

ǚǢ  Ǟǻǽ ǡ ȅ ǊǱ

ǌ¡ 

( R9) 

 

109, 002 ⱦ∙ּז 
 

17,956 ⱦ∙ּז 

לּ  ǡ  

 

 

● ƾǼǡ ǞǻǾ 

¥    

È ǡÔ ǡ Ý ǡ ÕÉ 

( R6)  

45.5ð 

ǡ 

ƻ  

ǡ Ǟǻǽ  ǡ ǡ ȅ ǊǱ

ǌ¡ 

( R9) 

46.5ð∙  

לּ  ȾȌºȩº ǡ  

 

 

● ƾǼǡ ǞǻǾ 

¥꞊ ȨȘȠºÈÔ Ý ÕÉ 

( R6)  

7.7ð 

ǡ 

ƻ  
ȾȌºȩº ǡ ǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

( R9) 

7.7ð∙  
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Ӥ 

◖ ǡ ǽ נּ ǳ 5Ǘǡ  

ǡ ǊǷ  ◖ ǡ ǊǞǻǽ  ǡ

ǡ◖ ȅ ǷǊǙƷǂǆǛȅ ǊǱǌ¡ 
ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ 

לּ  ǡ ǡ◖ ǡ  

 

 
● ◖ ȅ ƹ Ǚǡ (ȨȘȠº ǳ)ǡ  

( R4) 

95, 479 ⱦ 

ǡ 

ƻ  

ǡ ǊǷ ȶȬȱɘºȘǡ ǞǻǾ

Ǟǻǽ  ӡȅ Ǌǒ ǡ◖ ∙ ȅ ǊǱ

ǌ¡ 

( R9) 

108,6 18 ⱦ∙  
  

ӥ 

טּ ǡ  ǽ ǳ 5Ǘǡ  

ǡ Ƿ ǡ ǊǞǻǽ◖ ȅ ǴǾǆ

Ǜǚ  טּ ǡ ȅ ǊǱǌ¡ 
ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ 

לּ  ǡ◖ Ǟ ǊǙ ǈǿǾ טּ  

 

 

● ( ȹȢ ꞊ ȨȘȠº  ☺ȹȢ  ╪ ȹ

Ȣ ȢȘºɔȹȢ)ǡ Ȗɖ( Ȗɖ)Ǟ

ǡ טּ ∞( * 27)  ( ȖɖƵǒǽ)ȅ ǋǒ  

( R4) 

260,896kg 

ǡ 

ƻ  

◖ ¤ ǡ ǊǞ ƹ  Ǟǻǽטּ ǡזּ∙

טּ ȅ ǊǱǌ¡ 

( R9) 

260,896kg∙ּז 

  

Ӧ 

ǡ ǡ  ǽ ǳ 5Ǘǡ  

ƿ ȅ ǌǾǒǴ  Ǟ ȅ┐

ǊǙƷǂǆǛȅ ǊǱǌ¡ 
ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ 

לּ  ╓ ┐ ǡ ╓ ȅ ǄǙƷǾ ǡ  

 

 

● ƾǼǡ ǞǻǾ 

¥    

( R4) 

 

73,194  

 

104,898  

ǡ 

ƻ  

ǡ Ƿ ǡ  Ǟǻǽנּ ǡ ǵ

Ǳƻǒ ȅ ǊǱǌ¡ 

( R9) 

 

78,659 ∙  

 

105,870 ∙  
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7.2 לּ  ǡ ǡ לּ  

前項で定める評価指標は毎年度評価を行い、各事業の進捗状況と合わせて周防大島

町地域公共交通活性化協議会において報告することとします。なお、その際、評価指

標の達成状況や各事業の進捗状況によっては、目標値や評価指標の見直しを行う場合

があります。 

評価指標の達成状況を調査するための年間スケジュールを以下に示します。 

 

 

  

לּ  10  11  12  1  2  3  4  5  6  

1 ᵡᵾᶩᶍ 

 

         

ᶆᶍ 

 

         

ᴴ ᶍ┐

ᶊ ᶪ ᶍ ᶍ

 

         

ᴲḝᶸᴻḈᴻ

ᶍ  

         

ᶍ ᶍ◖  

ᶍ  

         

ᶍ◖ ᶊ ᵶᶅ 

ᵴᶫᶪ טּ

 

         

╓ ᶱ 

ᵰᶅᵣᶪ ᶍ

 

         

Ỏԃ ḱ Ὕᴁ 

ḱ Ὕᴁ 

 

ͻẰ ᴁẐ 

ͻẰ ᴁẐ 

ϼ Ὕᴁ 

ὶ Ὕᴁ 

Ỏԃ ḱ Ὕᴁ 

 

ͻẰ ᴁẐ 

Ỏԃ ḱ Ὕᴁ 

 

ͻẰ ᴁẐ 

ͻẰ ᴁẐ 

ͻẰ ᴁẐ 

ḱ Ὕᴁ 

 

Ỏԃ ḱ Ὕᴁ 

 

ͻẰ ᴁẐ 
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8   ǡǒǴǡ ¤  
 

8.1  Ǟ∞ ǄǾ ǡ  

前章で定めた基本方針や目標等を踏まえ、本計画に位置付ける施策体系を以下のと

おり設定します。 

  

ӡ 

ᶱ ᶠᵾ 

ḕḋḐḷᴻ᷄ᶍ 

 

ӡ- 1 ᶍ ᶡ ᶠᵾ ᶍ ᵶ ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ Ӧ 

ӡ- 2  ☺ᶍ ᶍ ᶩ  ð ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ Ӧ 

ӡ- 3  ᶗᶍ ᶩ  ʟ ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ Ӧ 

ӡ- 4  ᶍ┐  ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ Ӧ 

Ӣ 

ᵣᶣᵸᵣ◖

ᶍ  

Ӣ- 1 
ᶍ ᶍ ᶍ 

ᵶ 
ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ Ӧ 

Ӣ- 2  
═ ᶣ ᶇ ᵶᵾ 

◖ ╥ᶍ  
ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ Ӧ 

Ӣ- 3  ᶍḏḀḇḳּט ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ Ӧ 

ӣ 

ᵪᶩᶣᵸᵣ

ᶊ ᵰᵾ

ᶍ  

ӣ- 1 
ᶍ ᵪᶩᶣᵸᵴ ᶊ 

ᵰᵾ ᶍ  
ӡ Ӣ ӣ Ӥ  Ӧ 

ӣ- 2  
ḏᴻḇᶱ ᵶᵾ  H

ᶍ  
ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ Ӧ 

ӣ- 3  Ḧḋḟ ᶍ ᴴ  ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ Ӧ 

Ӥ 

ᶱ ᵥ

ᶱ ᶣᵸ ᶍ  

Ӥ- 1 
╓ᶣ ᶇ ᵶᵾḪḛḲḎᶸ

ḦḕḀḩḻḐ( * 28 )ᶍ  
ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ Ӧ 

Ӥ- 2  
Ḙḁ ᶍ ᶇ ╓ᶊᶧᶪ┐

ᶍ  
ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ Ӧ 

Ӥ- 3  
ᵫ ╓ᶍ ᶇᶉᶪ ᶍ

 
ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ Ӧ 

Ӥ- 4  ḘḲᶷḝḲᴻּטᶍ  ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ Ӧ 

ӥ 

╓ᶇᶍ ᶊ

ᶧᶪ ᶉ ♬ᶍ

 

ӥ- 1 ( * 29 )ᶍ  ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ Ӧ 

ӥ- 2  ᶊᶧᶪ ᶍ┐  ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ Ӧ 

ӥ- 3  
ᶱḇᴻ᷇ḋḐᶇᵶᵾ ᶍ 

 
ӡ Ӣ ӣ Ӥ ӥ Ӧ 
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8.2  ǡ Ǌ 

 

図 22 現状の公共交通網 

 

 

図 23 見直し後の公共交通網（令和 7年 10月時点）  
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8.3  Ǜ ǡ  

ӡ- 1 ǡ ǵ Ǵǒ ǡ Ǌ 

͒ Ξ  

É Ǟ ¤ ȅ ǖǙ ȶȬȱɘºȘȅ ǊǙƷǂ ƿƵǾ 

 

Ỏԃϖ  

É ǊǙ◖ ǊǙƷǾ ǡ Ǌǡ È Ǟ ƿ ƻǣ Ǌȅ ǌÉ 

・ ȹȢǷ ȨȘȠº  ȹȢǡ ǡ ǊǞǻǾ ǡ  

・ ┌ Ǟꞌǋǒ ǡ  

É ┌ ȅ Ǳƻǒ ǡ Ǌǡ È Ǟ ƿ ƻǣ Ǌȅ ǌÉ 

・ ╪ ǫǡȋȘȤȢ ǡ  

・ ǡ ǡ Ǌ 

・ ƿ ǝƷ ǞƽǄǾ ╓◖ ǡטּ  

ă ǡ Ǌȅ ǌǾ ǞǢ  ǡ ǵ Ǟ ǿǾÈǐǡ ǞǢ ǡ

Ǌǵ Ǟ ƹÉ 

É ǚ◖ ǊǙƷǾ ǞǙ ↨ ƿ ǚǀǾ ǞƽǄǾȾɓº ǡ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 24 区域運行による運行例            図 25 フリー乗降制度のイメージ 

出典：島原鉄道 webサイト 

 ᴲ◖ ᴲ  

ȢȚȡɎºɔ 

 
R5 

(2023 )  

R6 

(2024 )  

R7 

(2025 )  

R8 

(2026 )  

R9 

(2027 )  

R10 

(2028 )  

R11 

(2029 )  

R12 

(2030 )  

ᵶᶅ◖ ᵶᶅᵣᶪ

ᶍ ᵶᶍ  

        

┌ ᶱ ᶝᵧᵾ 

ᶍ ᵶᶍ  

        

ḝḲᴻ ᶍ  
        

 

ᴳ ⁯ ᴩ  ᴳ ĦĺגŚӣҡ¦ḀˋἨśśĿ₭Ỗᴳ Ħ 

ᴳ ⁯ ᴩ  ᴳ ĦĺגŚӣҡ¦ḀˋἨśśĿ₭Ỗᴳ Ħ 

ĺᶆĠĮ ↔ ↔ě ēỗ  

利便増進事業 
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É ꞊ ȨȘȠºǡ È ¥ 7 10 ÉØ ȍ(1)Ù 

・ ◖ ¤ ƿ ǊǙƷǾ꞊ ȨȘȠºǛ ǞǗƷǙ ꞊

ȨȘȠºǡ ♯ ȅ Ǌ  ȅ ǌǾ¡ 

 

É ꞊ ȨȘȠºǡ ╓◖ Èטּ ¥ 7 10 ÉØ ȍ(1) ȸ(1)Ù 

・ ╗ ◖ È ◖ ÉƾǼ╗ ◖ È ╓◖

Éǫ Ǌ  ￼ ǡ ȅ ƹ¡ 

・ ǞƽƷǙ  ǚƵǾ Ǜǡ ȅ Ǿ ↨ȩȍɍȅ

ǌǾǛǛǵǞ  ǞꞌǋǒȓɜȰɇɜȲ◖ ȅ ƹ¡ 

 

È É                  È É 

    

図 26 路線の見直し前後の新旧比較 
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ӡ- 2 ☺ǡ ǡ ǽ ǲ 

͒ Ξ  

É ƵǼǹǾ ȅÔ ÕǛ ƻ  Ǟ ǽ ǳǒǴǡ ǲǘǂǽƿ ǚ

ƵǾ 

É ǞǻǾ ȅ Ǟ ǽ ǳɊɓȬȱȅ ◖☺ Ǜǵ Ǌ  ȅ ǴǙ

Ʒǂ ƿƵǾ 

É Ǟ ¤ ȅ ǖǙ ȶȬȱɘºȘȅ ǊǙƷǂ ƿƵǾ 

 

Ỏԃϖ  

É ☺ǡ ȅ Ǟ ǽ ǲ  ☺ȹȢǛǊǙ◖  

・ ☺═ ǡ ȹȢǡ◖ ¤ ȅ Ǌ  ☺═ ∙ ǵ   

סּ ǝ ☺ȹȢǫ  

・ ȢȘºɔȹȢǵּס ǝ ∫ǚ╗ ȅטּ ǌ 

 

É ☺ǡ ǞǗƷǙǢ  ǞǻǾטּ Ƿוֹ ȅ Ǌ  ǝ

ǽ ǲǡ  

・ Ǣּד Ƿ ═ ȅ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      出典：湖西市 webサイト                    出典：狭山市 webサイト 

図 27 送迎交通を公共交通に取り込んだ例 

 

É ǝ ǡ ◖☺ǡ Ǟ Ǆǒ ǡ  

 ◖ ᴲ  

ȢȚȡɎºɔ 

 
R5 

(2023 )  

R6 

(2024 )  

R7 

(2025 )  

R8 

(2026 )  

R9 

(2027 )  

R10 

(2028 )  

R11 

(2029 )  

R12 

(2030 )  

☺ᶍ ᶍ 

ᶩ  ð

        

ᶍ ᶍ 

ᶊ ᶪ  

        

ᶍ  

◖☺ᶍ ᶊ ᵰᵾ  

        

   

ᴳ ⁯ ᴩ  ᴳ ĦĺגŚӣҡ¦ḀˋἨśśĿ₭Ỗᴳ Ħ 

ᶀ̘ᵺ ĽἨřḗŎ Ӳš ōė иĺᶆĠĵ ↔ 

ᴈᵺה Ľ и Ӳ ĺ͒ħĵᴩ  
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É ꞊ ȨȘȠºǛ ╪ ȹȢÈׁש Éǡ È ¥ 7 10 É 

・ ◖ ¤ ƿ ǊǙƷǾ꞊ ȨȘȠºǛ ╪ ȹȢÈׁש É

ȅ Ǌ  ╓◖ ǡ꞊ ȨȘȠºǞ╗  ¡ǌǾטּ
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ӡ- 3 ǫǡ ǽ ǿ 

͒ Ξ  

É ȶȬȱɘºȘǡǲǝǼǍ  Ƿ◖ ǵ ǎǙ ǊǙƷǂǬǀǚƵǾ 

É ȅ Ǿ Ƿ ƷǒǂǝǾ ȅ Ƿǌ ȅ ǴǙƷǂ ƿƵǾ 

 

Ỏԃϖ  

É  ═ ǫǡ ǽ ǿ 

・ ȹȢǷ ȨȘȠº  ☺ȹȢ ǞǗƷǙ ȴºȣǡƵǾ ǡ ǫǡ ǽ ǿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 28 乗り入れのイメージ（広島県廿日市市） 

 ◖ ᴲ ᴲ  

ȢȚȡɎºɔ 

 
R5 

(2023 )  

R6 

(2024 )  

R7 

(2025 )  

R8 

(2026 )  

R9 

(2027 )  

R10 

(2028 )  

R11 

(2029 )  

R12 

(2030 )  

ᴲ═  

ᶗᶍ ᶩ  ʟ

        

 

É ꞊ ȨȘȠºǡ ǽ ǿǡ È ¥ 7 10 ÉØ ȍ(1)Ù 

・ ╓◖ Ǌǒ꞊טּ ȨȘȠºǞǗƷǙ  ╪  ȜɈɎȴȯȌȤɜȨ

º ɇɔȖɎȏ   ȜɈɎȴȯȌȤɜȨºǡ Ǟ ȅ Ǆ 

ǽ ǿȅ ƹ¡ 

  

ῶ ╣ ᴩ ↔ ↔ ↔ ῶ  

 

利便増進事業 



῝῝῝῝ 49 ῝῝῝῝ 

ӡ- 4 ǡ┐  

͒ Ξ  

É Ǟ ¤ ȅ ǖǙ ȶȬȱɘºȘȅ ǊǙƷǂ ƿƵǾ 

 

Ỏԃϖ  

É Ǟꞌǋǒ סּ ǝ◖ ǡ Ǌ ǡ Ǜ  ǚƵǾ 4 ǫǡ ǡ

┐  

・ ☺ ¥√      

・ ¥  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 29 町営渡船（久賀～前島航路） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 30 行政連絡船（小松～笠佐島航路） 

 

 

  

ȢȚȡɎºɔ 

 
R5 

(2023 )  

R6 

(2024 )  

R7 

(2025 )  

R8 

(2026 )  

R9 

(2027 )  

R10 

(2028 )  

R11 

(2029 )  

R12 

(2030 )  

ǡ┐  
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Ӣ- 1 ǡ ǡ ǡ Ǌ 

͒ Ξ  

É ȶȬȱɘºȘǡǲǝǼǍ  Ƿ◖ ǵ ǎǙ ǊǙƷǂǬǀǚƵǾ 

É ǡƵǾ ǓǄǚǝǂ  ǡǝƷ┌ Ƿ ǞǛǖǙǵ ƾǽǷǌƷ

Ǜ Ǟǵ ǽ ǳ ƿƵǾ 

É Ô ǡ┌ ÕǚƵǾ ȅ◖ ǚǀǾ ȅ┐ ǌǾǒǴ  ǝ ǚ

ǡ ♬ ȅ ǌǾ ƿƵǾ 

É ȅȨºțȬȱǛǊǒ Ƿ═ Ǜǡ   ǽ ǡ ǲǝǜǞǵ

ǽ ȆǚƷǂ ƿƵǾ 

 

Ỏԃϖ  

É ☺ȹȢȅ ǛǊǒ ƾǽǷǌƷ ǫǡ Ǌ 

・ ◖ ǡ ǊǡǮƾ  ȅ ƷǓȧºɜ◖ (*30)Ƿ ╗◖ ǡ

◖   ǵ  

・ Ǜ ǡ ȅ ♯ǚּס ǛǊǙǵ ǛǝǼǝƷ ǲǵ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：広島市地域公共交通網形成計画                出典：近江鉄道グループ webサイト 

図 31 ゾーン運賃制のイメージ         図 32 月額定額制の事例 

 ᴲ◖  

ȢȚȡɎºɔ 

 
R5 

(2023 )  

R6 

(2024 )  

R7 

(2025 )  

R8 

(2026 )  

R9 

(2027 )  

R10 

(2028 )  

R11 

(2029 )  

R12 

(2030 )  

ǡ Ǌ         

 

É ꞊ ȨȘȠºǡ ǡ ǊÈ ¥ 7 10 ÉØ ɖ(1)Ù 

・ ◖ ᶇᶉᶂᶅᵣᶪᶡᶍᶱᴲ ╓◖ ᶗᶍטּ ᶊ ᵣ ╗◖ ֩ ◖ ֪ᶗᶇ

ᵸᶪᶚᵪᴲ ֩ ֪ɟ ᵸᶪ  G

  

ᴳ ⁯ ᴩ  

 

▬ ᴳ Ḁ ӣҡ ↔ ỗ ᴳ  
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Ӣ- 2 ═ Ƿ Ǜ Ǌǒ◖ ╥ǡ  

͒ Ξ  

É Ǟ ȅ ǖǙ ȶȬȱɘºȘȅ ǊǙƷǂ ƿƵǾ 

É ȶȬȱɘºȘǡǲǝǼǍ  Ƿ◖ ǵ ǎǙ ǊǙƷǂǬǀǚƵǾ 

É ȅȨºțȬȱǛǊǒ Ƿ═ Ǜǡ   ǽ ǡ ǲǝǜǞǵ

ǽ ȆǚƷǂ ƿƵǾ 

 

Ỏԃϖ  

É ȹȢǡ ǛǊǙ  ☺ȹȢǚ ☺═ ȅ

Ǌǒ Ǟ ǊǙꞋ ◖ ȅ ☺═ ƿ 

ǌǾ ǲǡ  

 

 

 

 

 

出典：大洲市 webサイト 

図 33 運賃を病院が負担している事例 

 

 

É Ǣ ǡ ǞǻǾ◖  

╥ ǡ  

・ Ǌǒ Ǣ ӣ- 3 ɇȬ

ɀǞ ǈǿǾǝǜǡ ȅ  

 

「市内電車おかえりキップサービス」 

豊橋鉄道㈱が運行する路面電車でご利用 

いただける「おかえりキップ」をお買い物等に応じてお

客様に配布するサービス 

出典：豊橋商工会議所 webサイト 

図 34 施設利用者に割引をしている事例 

 ᴲ ☺═ ᴲ ◖☺ ᴲ◖  

ȢȚȡɎºɔ  

 
R5 

(2023 )  

R6 

(2024 )  

R7 

(2025 )  

R8 

(2026 )  

R9 

(2027 )  

R10 

(2028 )  

R11 

(2029 )  

R12 

(2030 )  

☺═ ǞǻǾ 

◖ ǡ ǲǡ  

        

ǚǡ 

◖ ╥ ǡ  

        

 

É ꞊ ȨȘȠºǞƽǄǾ◖ ╥ ǡ È ¥ 7 10 É 

・ ╪ Ḙḁׁ֩ש ֪ᶇ꞊ ḇ᷿᷄ᴻᶍ ᶊ ᵣᴲ꞊ ḇ᷿᷄ᴻ

ᶱ ᵶᶅ ╪ᶱ ᵶᵾ ᶱ ᶇᵶᵾ◖ ╥ ᶱ ᵸᶪᴳ 

  

ẚ♯ ᴩ  ẚ♯  

 

Ѕ˰ṭ ᾏỗϩ  Ѕ˰ṭ  
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Ӣ- 3 ǡȰȡȨɔּט 

͒ Ξ  

É ȶȬȱɘºȘǡǲǝǼǍ  Ƿ◖ ǵ ǎǙ ǊǙƷǂǬǀǚƵǾ 

É ǊǒȶȬȱɘºȘ Ǟ ǊǙ ȅ №ǊǙƷǂǆǛǚ  ǡ┌

ȅ ǚǀǾǻƹǞǊǙƷǂ ƿƵǾ 

 

Ỏԃϖ  

É ȹȢǞƽǄǾ ICȔºȲ( * 31)ǡ  

 

 

 

 

 

 

 

 

        出典：JR西日本 webサイト 

                      図 35 ICOCAの導入計画図 

出典：JR西日本 webサイト 

図 36 ICOCAの車載器 

É ☺ȹȢ  ǫǡ ICȔºȲǡ Ǟ Ǆǒ  

 

 

 

 

 

 

出典：JR西日本 webサイト 

図 37 簡易型 IC端末 

É ǞƽǄǾȰȡȨɔȪȚȬȱ( * 32)ǡ  

・ ȹȢǞƽƷǙȢɇºȱȾȒɜȅ Ǌǒ ȅ  
         出典：防長交通 webサイト 

図 38 デジタルチケットの例 

 ◖ ᴲ  

ȢȚȡɎºɔ 

 
R5 

(2023 )  

R6 

(2024 )  

R7 

(2025 )  

R8 

(2026 )  

R9 

(2027 )  

R10 

(2028 )  

R11 

(2029 )  

R12 

(2030 )  

ȹȢǞƽǄǾ 

ICȔºȲǡ  

        

☺Ḙḁᴲ ᶗᶍ

IC ᷀ᴻḑᶍ 

ᶊ ᵰᵾ  

        

ᶊᵩᵰᶪ 

ḏḀḇḳḉ᷆ḋḐᶍ  

        

  

（乗車用）        （降車用） 

 

↔  Gỉ֖ Ľ ě ĲĮῺḀH 
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ӣ- 1 ǡ ƾǽǷǌǈ Ǟ Ǆǒ ǡ  

͒ Ξ  

É ȅ Ǿ Ƿ ƷǒǂǝǾ ȅ Ƿǌ ȅ ǴǙƷǂ ƿƵǾ 

É ǡƵǾ ǓǄǚǝǂ  ǡǝƷ┌ Ƿ ǞǛǖǙǵ ƾǽǷǌƷ  

Ǜ Ǟǵ ǽ ǳ ƿƵǾ 

 

Ỏԃϖ  

É ǷȹȢ ǡ∏ ǡ  

・ ȢȘºɔȹȢ(╗ )ǫǡ ǡ ( )  

・ ȹȢ ǡ ǡ ȅ ƾǽǷǌǂ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（東和庁舎側）                （JA側） 

図 39 分かりにくい時刻表の事例（周防平野バス停） 

É ȅ◖ ǌǾ ǡ ǷȹȢ  ǐǡ ƵǼǹǾ ǞǗƷǙ 

╗ǊǒȰȟȍɜȅ Ǌ   

 ◖ ᴲ  

ȢȚȡɎºɔ 

 
R5 

(2023 )  

R6 

(2024 )  

R7 

(2025 )  

R8 

(2026 )  

R9 

(2027 )  

R10 

(2028 )  

R11 

(2029 )  

R12 

(2030 )  

ǷȹȢ ǡ

∏ ǡ  

        

╗ᵶᵾḏ᷾ᶹḻᶍ ᴲ

 

        

 

É ƾǽǷǌƷ ǞǻǾ ǡ È ¥ 7 10 É 

・ ᶍ ᶍ ᵫ ᵪᶪᵆ ᵇ֩ă Ḧḋ

ḟᶱ ᶟ֪ᶱ 2 ᵸᶪ  G

・ ☺ȹȢǡ ǊǞ Ǌ  ǡ ÈɇșȶȬȱǱǒǢɒȬȽɜșÉǷȹȢ  Ƶ

ǼǹǾ ǞǗƷǙ  ╗ǊǒȰȟȍɜȅ Ǌǒǵǡȅ ǌǾ¡ 
 

   
図 40 統一した外観（マグネット）の例 

  

þ Ǟ ǋ ǀ ƿ È Ǣ ǋȹȢƿ ǽ ǊǙǂǾÉ 

þȢȘºɔȹȢǛ ƿƵǾƿ ╗ ǡ ǵ סּ ǝ  
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ӣ- 2 ȰºȨȅ Ǌǒ ¤ ǡ  

͒ Ξ  

É ȅ ƹÔ ÕǚǢ  ȅ Ǟ ƻ ↨ ǊǙȹȢ ȅ ǗǆǛǡǚǀǾ 

ȅǗǂǖǙƷǂ ƿƵǾ 

É ȅ Ǿ Ƿ ƷǒǂǝǾ ȅ Ƿǌ ȅ ǴǙƷǂ ƿƵǾ 

É ǡƵǾ ǓǄǚǝǂ  ǡǝƷ┌ Ƿ ǞǛǖǙǵ ƾǽǷǌƷ  

Ǜ Ǟǵ ǽ ǳ ƿƵǾ 

 

Ỏԃϖ  

É ǷȹȢ ȅ Ǘ ƿ ǂƷǾ È ╪ ÉǞ ◖ ȅ ǌ 

ȰȡȨɔȞȍȶºȡ( * 33)ǡ ǡ  

・ ♯ǚǡ ǫǡ ȅ Ǌǒ ǵ  

 

 

 

出典：山口市 webサイト 

図 41 イートインスペースに

路線バスのサイネージを設置

（山口県山口市） 

É ǡ ǞƽǄǾÔ ǝȹȢ

ȾȒºɇȬȱÈGTFSȰºȨÉ( * 34)Õǡ ǡ  

・ ȹȢǢ ║ ╓ ǚǡ ꞌȅ  

・ ☺ȹȢ  ȨȘȠº  ☺ ¤

Ǣ ǞǙ  

 

出典：九州運輸局 webサイト 

図 42 標準的なバス情報フォーマットの概念図 

 

É GTFSȰºȨȅ ƾǊǒ ǡ  

・ GTFSȰºȨǡȓºɀɜȰºȨּט( * 35)  

・ GTFSȰºȨȅ ƾǊǒɇȬɀ  ǡ  

 ᴲ◖  

ȢȚȡɎºɔ 

 
R5 

(2023 )  

R6 

(2024 )  

R7 

(2025 )  

R8 

(2026 )  

R9 

(2027 )  

R10 

(2028 )  

R11 

(2029 )  

R12 

(2030 )  

ȰȡȨɔȞȍȶºȡ

ǡ ǡ  

        

GTFS ḏᴻḇᶍ  
        

GTFS ḏᴻḇ  ɵ

ᵪᵶᵾ ᶍ  

        

  

  

↔  ᾈ ěĶĜĮ ▬ĚŘᾏỗᶀϋ 

Ἠ♯ ₢⁮ 
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ӣ- 3 ɇȬɀ ǡ  

͒ Ξ  

É ȅ Ǿ Ƿ ƷǒǂǝǾ ȅ Ƿǌ ȅ ǴǙƷǂ ƿƵǾ 

É ǡƵǾ ǓǄǚǝǂ  ǡǝƷ┌ Ƿ ǞǛǖǙǵ ƾǽǷǌƷ  

Ǜ Ǟǵ ǽ ǳ ƿƵǾ 

 

Ỏԃϖ  

É ȅ◖ ǌǾ Ƿ ǡ◖ Ƿ ǡ ȅ Ǌǒ  

ɇȬɀȅ    

・ ӣ- 2Ǜ Ǌ GTFSȰºȨ Ǣ ǐǡȰºȨȅ ǊǙ  טּ

・ ǡǮƾ  ǫǡ ǵ  

 

É Ǟꞌǋ ɇȬɀǛ Ǌǒ ǡ ǡ ƿ ǖǒ ȅ    

・ ӣ- 2Ǜ Ǌ GTFSȰºȨ Ǣ ǐǡȰºȨȅ ǊǙ  טּ

 ᴲ◖  

ȢȚȡɎºɔ 

 
R5 

(2023 )  

R6 

(2024 )  

R7 

(2025 )  

R8 

(2026 )  

R9 

(2027 )  

R10 

(2028 )  

R11 

(2029 )  

R12 

(2030 )  

ɇȬɀǡ 

   

        

ᶍ ᴲ

 

        

 

É ƾǽǷǌƷ ǞǻǾ ǡ È ¥ 7 10 É 

・ ᶍ ᶍ ᵫ ᵪᶪᵆ ᵇ֩ă Ḧḋ

ḟᶱ ᶟ֪ᶱ 2 ᵸᶪᴳ֩ ֪ 
 

  
図 43 周防大島町の公共交通時刻表（交通マップを含む） 

  

₭Ỗᶟ→ṥ ‫ 

₭Ỗᶟ→ṥ ‫ 
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Ӥ- 1 ╓Ƿ Ǜ ǊǒɋȼɓȯȌɇȶȡɊɜȱǡ  

͒ Ξ  

É ╓Ǟ ƿƵǾǆǛǡ≥ ȅ Ǵ  ȅ ǴǙƷǂ ȅ ǴǙƷǂ ƿƵǾ 

É ȅ Ǿ Ƿ ƷǒǂǝǾ ȅ Ƿǌ ȅ ǴǙƷǂ ƿƵǾ 

 

Ỏԃϖ  

É   ȅ ǛǊǒ ǽ ǡ 

 

・ ӣ- 3Ǜǵ Ǌ ɇȬɀ ȅ וֹ Ǟ  

・ Ǜǡ ǵ  

 

 

 

出典：防府市 webサイト 

図 44 乗り方教室のイメージ   

 

É Ƿ ǚ ȂǿǾȏȒºȖ

ɜș ǡ ǘǂǽǡ ǡ ǚ 

ȅ ǽ ȆǓ ǲȅ  

・ ƻǣ  ƾǼ ǱǚȏȒºȖɜ

ș  ǽǢȹȢ ǛƷǖǒ ǲ 

 

 

 

図 45 公共交通利用を取り込んだ仕組みのイメージ 

É ǝǜƿ ǌǾȍɂɜȱǞǗƷǙ  ǚǡȋȘȤȢȅ Ǌǒ ǡ ǦƾǄ 

・ ȍɂɜȱ ȪɒȠ ǞƽƷǙ  ǚǡȋȘȤȢ ȅ   ǵ  

・ Ǣȍɂɜȱ Ǟ Ǌ  ǚǡȋȘȤȢǞ ǌǾ ȅ ƹ 

 

É ƿ ǀȅǌǾ   Ǟ ǌǾ È Éǡ  

 ◖ ᴲ ᴲ ᴲᶹḡḻḐ  

ȢȚȡɎºɔ 

 
R5 

(2023 )  

R6 

(2024 )  

R7 

(2025 )  

R8 

(2026 )  

R9 

(2027 )  

R10 

(2028 )  

R11 

(2029 )  

R12 

(2030 )  

ǽ ǡ  
        

ᶱ ᶲᵿ

ᶄᵮᶩᶍ  

        

ᶷ᷄ḃḁᶱ

ᵶᵾ ᶍ

ᶒᵪᵰ 

        

ᶗᶍ ᶊ

ᵸᶪ ᶍ  

        

  

利便増進事業 



῝῝῝῝ 57 ῝῝῝῝ 

Ӥ- 2 ȹȢ ǡ Ǜ ╓ǞǻǾ┐ ǡ  

͒ Ξ  

É ȅ ƹÔ ÕǚǢ  ȅ Ǟ ƻ ↨ ǊǙȹȢ ȅ ǗǆǛǡǚǀǾ 

ȅǗǂǖǙƷǂ ƿƵǾ 

É ╓Ǟ ƿƵǾǆǛǡ≥ ȅ Ǵ  ȅ ǴǙƷǂ ȅ ǴǙƷǂ ƿƵǾ 

 

Ỏԃϖ  

É ȹȢ ǡ ǡǒǴ  ╓ǚ ⌠Ƿשׁ

ȅ Ǌǒǽ ┐ ǊǒǽǌǾ Ǟ

ƿ ȅ ⱱ 

 

 

 

 

出典：国土交通省 北陸信越運輸局 

図 46 地域住民等によるバス停の維持管理の事例 

(石川県珠洲市)  

 

 

É ȹȢ ǡ ȅ ǌǾȢɃºȢƿǝƷ

  ╓Ƿ ǡ ȅ Ǚ ǚ
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図 47 民地を活用した待合環境の整備イメージ 
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図 48 バス停に観光協会が隣接     図 49 バス停に道の駅、図書館等が併設 

（周防大島町）           （道の駅クロスロードみつぎ） 

 

図 50 バス停、路面電車電停にコンビニが併設    図 51 バス停に公民館が併設 

（高知県南国市）            （広島県広島市安佐北区） 
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            出典：防府市社会福祉協議会             出典：トヨタ自動車株式会社 webサイト 

図 52 スロープ付き車両の例       図 53 車イス対応車両の例  
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図 54 正着促進縁石の例（岡山県岡山市） 
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出典：東急バス webサイト 

      図 55 高速バスでの貨客混載事例     図 56 路線バスでの貨客混載事例 

（尾道市・やさいバス） 
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出典：佐川急便 webサイト 

図 57 デマンド交通を活用した宅配代行の事例（鳥取県大山町） 
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出典：徳島市交通局 webサイト 

図 58 車両ラッピングの事例（徳島市交通局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：高槻市営バス webサイト                出典：京都府木津川市 webサイト 

 

図 59 バス停ネーミングライツ（副呼称( * 38)）の事例 
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   出典：あいのりタクシーwebページ                 出典：RCCwebページ（2017年） 

図 60 相乗りタクシーの事例         図 61 広島方面からの送迎の事例 
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出典：RESAS youtubeチャンネル 

図 62 周防大島高校の取組例 

（地方創生☆政策アイデアコンテスト） 
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9   ǡ  
 

9.1  ǡ  

計画の進捗管理は、毎年度実施する周防大島町地域公共交通活性化協議会において

前年度の計画に位置付けられた各事業の取組状況と、各評価指標の評価結果を報告す

ることとします。 

なお、計画の進捗状況を踏まえ、協議会で事業の見直し等を必要に応じて実施する

こととします。 

 

 

9.2    ǡ ȢȚȡɎºɔ 

計画期間全体における毎年度の事業実施や評価等の取組スケジュールを以下に示

します。 
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各年度における取組スケジュールを以下に示します。 
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見直しに基づく改善 
次年度予算要求 

次年度事業検討 

ĺ͒ħĵὂ∆ 

事業実施 

事業実施状況の確認・評価 

評価結果を受けた見直し検討 
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